
 本研究は、言葉による欺瞞(linguistic deception)
の一種である「言い逃れ・遁辞 (equivocation)」を主

対象とし、「誤推論による欺瞞 (Deception through 
False Implicature: DtFI)」という理論的観点で、曖

昧な言語表現によって人を騙す、あるいは人が騙さ

れる際の（誤）推論メカニズムを解明し、欺瞞回避に

必要なコミュニケーション戦略の実践訓練法を構築す

る。理論研究として1.「言い逃れ・遁辞」の実例データ

ベース構築、2.言語学（語用論）および社会心理（コ

ミュニケーション）学的理論（モデル）構築、3.欺瞞メッ

セージ産出（抑制）・解釈に関わるコミュニケーション

能力要因の探索、さらに応用研究として4.欺瞞メッ

セージ産出（抑制）・解釈能力向上のための研修シス

テムの開発と5.その評価と検証、という計５つの課題

を達成する。 
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